
介護保険準備室1(866)2069問い合わせ

平成12年４月からスタートする
介護保険制度。
その事前準備として、現在、全

国の市町村で、要介護認定に関す
る試行的事業や介護サービス計画
のモデル作成を行う「高齢者介護
サービス体制整備支援事業」が行
われています。このモデル事業に
おいて示されている要介護度別の
状態像の例や要介護度別のサービ
ス事例は右表のとおりです。

日常生活の能力は基本的にあるが、｢入浴｣などに一部介助が必要

｢歩行｣など日常生活能力全般にわたり不安定さが見られること
が多く、｢排せつ｣に間接的な介助や、｢入浴｣に一部介助または
全介助が必要な場合が多い

｢歩行｣｢立ち上がり｣など自力でできない場合が多く、｢排せつ｣
に間接・直接的な介助を必要とする場合が増加し、｢入浴｣に一
部介助または全介助が必要な場合が多い

｢歩行｣｢立ち上がり｣など自力ではできず、｢排せつ｣に全面的な
介助を必要とする場合が増加し、｢入浴｣や｢衣服の着脱｣に全介
助が必要な場合が多い

日常生活の能力がかなり低下しており、生活の全般にわたっ
て全面的な介護が必要

要支援

要介護１

要介護２

要介護３

要介護４

区 分
状 態 像 の 例

介護認定審査会による２次判定の際に参考として示される典型的な状態像 要介護度の代表的な状態像に応じた典型的なサービスの利用例

日常生活の能力が著しく低下しており、生活全般にわたって全
面的な介護が必要要介護５

週２回の通所リハビリテーション

毎日何らかのサービスを利用

週３回の通所リハビリテーションまたは通所介護を含め
て、毎日何らかのサービスを利用

夜間、早朝の巡回訪問介護を含め、１日２～３回のサ
ービス、医療度が高い場合は、週３回の訪問看護サー
ビス、痴呆については、週５回の通所リハビリテーシ
ョンまたは通所介護を含め、毎日のサービスを利用

夜間、早朝の巡回訪問介護を含め、１日２回のサービ
ス、医療度が高い場合は、週３回の訪問看護サービス、
痴呆については、週４回の通所リハビリテーションま
たは通所介護を含め、毎日のサービスを利用

夜間、早朝の巡回訪問介護を含め、１日３～４回程度のサ
ービス、医療度が高い場合は、週３回の訪問看護サービス

サービス事例

※次回は要介護認定基準やサービスの利用事例等について説明します。
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マイ・バッグ・キャンペーン実施中 10月はマイ・バッグ・キャンペー
ン(買物袋持参運動)実施月間です。ごみ減量のため、買物の際には自分の
買物袋を持参し、レジ袋を辞退しましょう。 県廃棄物対策室1(860)1595
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稲わらスモッグ防止のた
め、10月１日から11月10日
まで、稲わらなどを屋外で
燃やすことは県公害防止条
例で禁止されています。農
家のみなさんのご協力をお
願いします。

環境保全課1(８６６)２０７５

稲わら焼きは県条例で
禁止されています

「
中
央
地
域
の
公
共
施
設
に

関
す
る
市
民
意
向
調
査
」に

ご
協
力
を

土
地
公
売
の
お
知
ら
せ

市
史
編
さ
ん
か
ら
お
知
ら
せ

市民が選ぶ

都市景観賞
今年度の「市民が選ぶ都市景観賞」が決ま

りました。沿道の景観に配慮し、街並みの美
しさの演出に貢献している建物に贈られます。

「いい風景」を絵日記にしてお寄せいただいた

「秋田のまち」絵日記コンテスト。楢山登町の斎

藤一美さん(72歳)の８作品が最優秀賞に選ばれ

ました。柔らかいタッチと、日記に込められた

優しい雰囲気が暖かみを感じさせてくれます。

●秋田銀行土崎支店
(土崎港中央三丁目3 ‒11)
船体を思わせるような曲

線をおびた建物が明るい雰

囲気。通路のカラー舗装や

植栽も周辺に新しい景観。

●秋田城跡外郭東門
(寺内地内)

見る人にやすらぎを与え、

歴史的な文化財が市民の普

段の生活に生かされている

点を高く評価。

「秋田のまち」
絵日記コンテスト

旧国立新屋倉庫(アトリエももさだ)
相当昔のことですが。秋田大橋のたもとには
雄物川を往来する発動機船が何艘も停泊し
雄和や仙北地方から米が運ばれ、国立倉庫に
運び込まれたものでした。
旅客発動機船もあって新川橋や馬口労町橋
(今の刈穂橋)からも仙北地方行きの船が
航行しておりました。

斎藤一美さん

●千秋公園のお堀
●旧国立新屋倉庫
●秋田駅
●秋田港
●旭川(五丁目橋)
●旧黒澤家住宅
●旧奈良家住宅
●通町商店街

斎藤さんの８作品

市税を知る女性のつどい
市内にお住まいの女性を対象に、参加者を募

集します。御所野事業所の施設見学と市税のわ
かりやすい解説や座談会を行います。定員15
人。参加無料(昼食つき)。託児希望のかたは事
前に申し込みを。
とき／11月５日(木)午前９時20分～午後３時30分
ところ／秋田テルサ（市役所からバスで移動）
●申し込み 10月14日(水)から23日(金)まで
市民税課1(８６６)２０５４

市役所からのお知らせ

☆

赤れんが館の休館 赤れんが郷土館は、赤れんが館コンサート
の準備、展示作業などのため10月23日(金)と26日(月)、臨時休館
します。ご了承ください。 赤れんが郷土館1(864)6851

４５６７

１２

３

（楢山登町）


